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における上の赤点が観測点 1、下の赤点が観測点 2）にお

ける SPL を励振周波数に対してプロットしたものである。

この例においては、励振周波数が低いほどフェアリングと

衛星（剛）の表面との間の SPL に差が生じる、つまり、

衛星表面とフェアリング構造間の SPL が上昇することが

分かる。 
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(a) フェアリング構造            (b) モデル A 
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(c) モデル B                    (d) モデル C 

図 5 フェアリング構造と内部音響との連成解析を行うた

めのモデル 

４. 結論 
本論文では、音源解析、音響伝搬、及び、構造物を介

した音響透過と構造物内部の音場の連成という一連の現象

を予測するために、それぞれ、CFD、FW-H 法、及び、ハ

イブリッド構造 FE-音響 WB 法を組み合わせ、ロケット打

ち上げ時の音響問題に適用した。このとき、フェアリング

内部の音場予測には、簡易フェアリング構造の FE モデル

と内部音響領域の WB モデルを組み合わせ、宇宙機が搭載

されている場合とされていない場合のモデルをそれぞれ解

析し比較することにより、一連の解析手法を組み合わせる

ことでフェアリング内部の音場まで予測可能であることを

示した。 
今後は、実機のフェアリング構造を詳細にモデル化す

るとともに、搭載宇宙機の弾性変形の影響も考慮した解析

を行い、最終的に局所的な音圧上昇によって宇宙機構造が

過度に振動することがあるのか、つまり、地上音響試験に

おいてフィルエフェクトが考慮に値する現象なのかどうか

を検討していく予定である。 

 
(a) モデル A 

 
(b) モデル B 

 
(c) モデル C 

図 6 140[Hz]におけるフェアリング内 SPL（左）と構造変

位場（右） 
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